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一
目
散
、
色
々
試
飲
さ
せ
て
も

ら
い
、
口
当
た
り
の
良
さ
に
惹
か

れ
お
酒
好
き
な
友
達
へ
の
お
土
産

と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
日
宿

泊
先
の
松
本
に
移
動
、
居
酒
屋

の
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
喉
を
潤
し
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
、
遠
藤
、
青
名
畑
、
西

舘
さ
ん
は
早
々
に
総
会
会
場
へ
。

私
達
8
名
は
散
策
な
が
ら
松
本

城
へ
向
か
い
ま
し
た
。
お
城
の
白

と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
か
ア
ル
プ
ス

の
山
々
と
調
和
し
て
見
事
で
し

た
。
狭
く
急
な
階
段
を
上
り
き

り
天
守
内
を
観
覧
し
当
時
の
優

れ
た
築
城
技
術
に
感
心
す
る
ば

か
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
松
本
市

立
博
物
館
へ
。
松
本
の
歴
史
や
文

化
が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
ゆ
っ

た
り
し
た
開
放
的
な
空
間
は
心

地
良
か
っ
た
で
す
。
途
中
四
桂
神 

 

【
酒
蔵「
西
之
門
」で
試
飲
】 
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社
を
参
拝
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
い
よ
い
よ
茅
野
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
茅
野
壁
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
エ
ク
シ
ブ
蓼
科

へ
到
着
で
す
。
会
員
制
の
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
で
し
た
。
開
催
地

の
役
員
の
皆
さ
ん
の
計
ら
い
に

感
謝
で
す
。 

15
時
か
ら
の
総
会
で
は
、

遠
藤
会
長
、
茅
野
市
長
の
挨

拶
後
、
議
案
が
進
め
ら
れ
円

滑
に
終
了
し
ま
し
た
。
続
い
て

風
船
を
使
っ
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
と
大
道
芸
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
、
自
慢
の
料
理
に
舌
つ
づ

み
至
福
の
時
間
で
し
た
。 

次
の
日
、
朝
食
後
ホ
テ
ル

を
出
発
し
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
北

八
ヶ
岳
へ
登
り
ま
し
た
。
気
温

14
度
風
も
あ
り
ま
し
た
が
希

望
者
6
名
が
散
策
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
か
ら
見
渡
す
と
町
並

み
が
広
が
り
遠
く
に
連
な
る

ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
絶
景
で
し

た
。
バ
ス
で
茅
野
駅
に
戻
り
、

信
州
蕎
麦
で
昼
食
を
味
わ

い
、
新
宿
へ
と
向
か
い
東
京
で

解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
も
皆
さ
ん
の
お
世
話

に
な
り
、
楽
し
い
旅
行
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来

年
は
愛
知
県
な
そ
う
で
す
。

ま
た
参
加
で
き
る
よ
う
元
気

で
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

74
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

遠
藤
会
長
の
挨
拶
で
議
事
が

進
行
さ
れ
２
０
２
４
年
度
事

業･

決
算
報
告
及
び
２
０
２
５

年
度
事
業･

予
算(

案
）
が
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、
全
国
各
地
の

地
酒
を
持
ち
寄
り
豪
華
な

洋
食
を
味
わ
い
な
が
ら
和
や

か
な
中
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
2
次
会
は
場
所
を
移

動
し
て
更
な
る
交
流
を
深
め

ま
し
た
。 

9
月
2
日(

日
）
の
観
光

は
、
北
八
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

（
冬
季
期
間
は
ピ
ラ
タ
ス
蓼

科
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）に
乗

車
し
坪
庭
（
２
２
３
７
ｍ 

の
ハ

イ
マ
ツ
帯
）を
散
策
し
て
、
午

前
で
現
地
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
茅
野
か
ら
東
京
を
経
由

し
て
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。 

来
年
の
総
会
は
、
9
月

6
日(

土)

～
7
日
愛
知
県

小
牧
市「
名
鉄
小
牧
ホ
テ
ル
」

で
の
開
催
予
定
（
観
光
オ
プ

シ
ョ
ン
は
木
曽
川
鵜
飼
）
で

す
。
多
数
の
会
員
の
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

３７
期 

青
名
畑
幸
彦 

３
７
３
７ 

  

進
路
予
想
が
つ
か
な
い
迷
走

台
風
10
号
と
長
野
行
き
が
重

な
り
当
日
ま
で
心
配
で
し
た

が
、
あ
ま
り
雨
に
当
た
る
こ
と

も
な
く
楽
し
い
3
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩

手
か
ら
は
会
員
8
名
と
家
族

3
名
の
11
名
の
参
加
で
し
た
。

今
回
も
行
き
届
い
た
旅
の
し
お

り
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

大
宮
で
北
陸
新
幹
線
に
乗
り

換
え
て
長
野
下
車
、
国
宝
善
光

寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。
お
戒
壇

め
ぐ
り
と
い
う
真
っ
暗
な
回
廊

を
壁
伝
い
に
進
み
極
楽
の
錠
前

を
探
り
当
て
秘
伝
の
御
本
堂
と

結
縁
す
る
道
場
と
の
こ
と
で
し

た
。 善

光
寺
を
出
て
バ
ス
停
に
向

か
う
途
中
、
酒
蔵
「
西
之
門
」
の

案

内

を

見

つ
け

、
皆

で 

【
国
宝
松
本
城
】 

 

第
53
回
日
本
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
総
会
が
、
9
月
1
日

(

日)

～
２
日
に
長
野
県
茅
野
市
の

会
員
制
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル「
エ
ク
シ

ブ
蓼
科
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

岩
手
県
支
部
か
ら
は
、
遠
藤

正(

盛
岡)

、
西
舘
忍
（
一
戸
）
、
佐

藤
安
美
・
玲
子
さ
ん
（
北
上)

、

高
橋
秀
幸
・
京
子
さ
ん(

西
和

賀)

、
齋
藤
孝(

水
沢)
、
千
葉
芳

胤
・
節
子
さ
ん(

水
沢)
、
宮
原

利
雄(

自
衛
隊
）
と
私
、
青
名
畑

幸
彦(

葛
巻)

の
会
員
8
名
と

家
族
3
名
の
計
11
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

8
月
31
日(

土)

午
前
に
、

岩
手
を
出
発
し
て
大
宮
経
由
で

東
北
・
北
陸
新
幹
線
を
乗
り
継

い
で
長
野
に
移
動
し
ま
し
た
。 

9
月
1
日(

日)

午
前
は
、

理
事
会
及
び
地
区
幹
事
会
出

席
の
た
め
遠
藤
会
長
、
西
舘
監

事
、
青
名
畑
地
区
幹
事
の
3

名
が
ホ
テ
ル
に
直
行
し
ま
し

た
。
地
区
幹
事
会
の
報
告
、
Ｓ

Ａ
Ｊ
で
開
催
し
て
い
た
パ
ト
ロ
ー

ル
競
技
会
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
主
催
で

復
活
開
催
出
来
な
い
か
検
討
中

と
の
こ
と
で
す
。 

総
会
が
開
催
さ
れ
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
山
口
県
ま
で


